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一
◆
―

会
長
挨
拶

本
年
、
当
協
会
は
創
立
４０
周

年
と
い
つ
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。

設
立
以
来
、
多
く
の
困
難
を
乗

り
越
え
な
が
ら
、
こ
れ
ほ
ど
長

く
続
け
る
こ
と
が
出
来
た
の
も
、

ひ
と
え
に
会
員
の
皆
さ
ま
に
支

え
て
頂
い
た
結
果
で
あ
る
と
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
フ」の
記
念
す
べ
き
年
に

コ
般
社
団
法
人
」
と
し
て
新
た

な
一歩
を
踏
み
出
し
た
こ
と
を
ご

報
告
致
し
ま
す
。
法
人
に
移
行

し
た
フ」と
に
よ
り
、
尚
一層
の
信

頼
を
得
て
活
動
を
続
け
る
こ
と

が
出
来
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
個
人
会
員
、
法
人
会

員
と
し
て
支
え
て
下
さ
っ
た
皆
さ

ま
に
は
、
今
後
は
、
「賛
助
会
員
」

と
い
つ
名
称
で
ご
支
援
い
た
だ
く

一
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会
長
　
藤
崎

二
一郎
助
　
一

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で

同
様
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
本
年
は
最
も
人
気
の

あ
る
オ
パ
フ
の
ひ
と
つ
、
「カ
ル
メ

ン
」
を
お
届
け
し
ま
す
。
当
協

会
４０
年
の
歴
史
の
中
で

「カ
ル

メ
ン
」
は
第
１４
回
、
１６
回
、
２５

回
の
公
演
に
つ
ぎ
、
４
度
目
の

公
演
と
な
り
ま
す
。
今
回
は
フ

ラ
ン
ス
オ
パ
フ
に
造
詣
の
深
い
佐

藤
正
浩
氏
を
指
揮
に
、
演
出
に

は
ウ
ィ
ー
ン
を
拠
点
に
ご
活
躍

中
の
伊
香
修
吾
氏
を
お
迎
え

し
、
客
演
キ
ャ
ス
ト
も
大
変
豪

華
な
顔
ぶ
れ
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
パ
が
不
・こ

や

「闘
牛
士

の
歌
」
な
ど
、
魅
力
的
な
曲
の

数
々
と
ス
ト
ー
リ
ー
。
誰
も
が

よ
く
知
る

「カ
ル
メ
ン
」
で
す
が
、

今
回
の
舞
台
で
は
い
っ
た
い
、
ど

の
よ
う
に
表
現
さ
れ
る
の
で
し
ょ

ぅ
か
。
４０
周
年
記
念
公
演
が
、

と
て
も
楽
し
み
で
す
。
皆
さ
ま
、

ど
う
ぞ
ご
覧
く
だ
さ
い
ま
す
よ

う
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会長藤崎 二郎助
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仙
台
オ
ペ
ラ
協
会
第

３９
回

本
公
演
は
、
モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作

曲
の

「後
宮
か
ら
の
逃
走
」
で

し
た
。
歌
い
手
５
人

（ソ
プ
ラ

ノ
２
人
、
テ
ノ
ー
ル
２
人
、
バ
ス

ー
人
）
が
、
入
れ
替
わ
り
立

ち
替
わ
リ
ア
リ
ア
や
重
唱
を

歌
い
、
お
客
様
に
は
じ
っ
く
り

と
声
を
聴
い
て
い
た
だ
く
こ
と

の
出
来
る
オ
び
フ
で
し
た
。
今

回
は
指
揮
だ
け
で
は
な
く
演

出
も
末
廣
誠
氏
に
担
っ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
彼
の
機
知
に
富

ん
だ
演
出
プ
ラ
ン
に
は
ユ
ー
モ
ア

も
溢
れ
、
観
て
い
る
方
々
も

き
っ
と
楽
し
い
ひ
と
時
を
お
過

ご
し
い
た
だ
け
た
の
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
た
だ

残
念
だ
っ
た
の
は
、
あ
ま
り
知

名
度
の
品
い
演
日
で
は
無
か
っ

た
せ
い
か
、
例
年
よ
り
両
日
と

も
２
０
０
名
程
入
場
者
数
が

減
り
ま
し
た
。
モ
ー
ツ
ァ
ル
■
の

輝
き
が
い
た
る
と
こ
ろ
に
ち
り

ば
め
ら
れ
た
楽
し
い
素
敵
な
作

品
で
し
た
の
で
、
チ
ケ
ッ
ト
販

売
数
を
伸
ば
せ
な
か
っ
た
こ
と

は
大
変
残
念
で
今
後
の
課
題

日
日

～
仙
台
オ
ペ
ラ
協
会

・
春
の
イ
ビ
ア
ル
メ
ッ
ツ
ォ
～

オ
び
フ
ニ
ニ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

仙
台
オ
ペ
ラ
協
会
４０
周
年
を
祝
い
、
演
奏
部
会
員
総
出
演
で
オ
ペ
ラ
の

名
曲
を
お
届
け
し
ま
す
。
（演
奏
部
会
員
Ｏ
Ｂ

Ｏ
Ｇ
出
演
企
画
中
―
↓

砒

蓼

請
銹

糾

７

１

と
も
な
り
ま
し
た
。
今
回
は

佐
藤
直
幸
さ
ん
、
宮
西
一弘
さ

ん
、
佐
藤
祐
貴
さ
ん
達
の
若

手
の
皆
さ
ん
と
、
福
島
オ
ざ
フ

協
会
の
佐
藤
一成
さ
ん
に
客
演

と
し
て
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
毎

年

の
事

で
す

が
、

仙
台
フ
ィ
ル
と
仙
台
放
送
合
唱

団

・
仙
台
オ
ペ
ラ
協
会
合
唱

団
の
皆
様
、
そ
し
て
ス
タ
ッ
フ

の
皆
様
に
も
心
よ
り
感
謝
中

し
上
げ
ま
す
。

『後宮からの逃走』がどんなオペラか知らず、急いで調

べてオーディションを受けてみました。初めてのキャストでの

出演で、ブロンデという大きな役をいただき、嬉しいよりも

不安な気持ちのほうが大きかったことを思い出します。稽古

が始まり、歌も台詞も演技も大変苦労しましたが、先生方

や共演者の皆さんにご指導いただき、少しずつできることが

増えて、だんだんと演じることが楽しく感じられるようになりま

した。一人では考えつかないことばかりで、みなさんに創っ

ていただいたブロンデでした。もし、また何か役をいただくこ

とがあったら、自分でできることを少しずつ増やしていきたい

です。貴重な経験をさせていただき、感謝の気持ちでいっ

ぱいです。ありがとうございました。

～初舞台を終えて～綺
贔及川 亜紀子

ありがとう“ブロンデ"
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仙台オペラ協会力ⅥO周年記念の年におくる“カルメン"～

躍
動
感
溢
れ
る
魅
力
的
な

音
楽
の
宝
庫

「カ
ル
メ
ン
」
。
こ

れ
ほ
ど
に
名
曲
満
載
の
オ
び
フ

は
他
に
あ
り
ま
せ
ん
。
公
演
ま

で
、
あ
と
１
ケ
月
。
本
協
会
と

し
て
は
‐５
年
ぶ
り
と
な
る

「カ

ル
メ
ン
」
を
心
待
ち
に
さ
れ
て

い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。
指
揮

の
佐
藤
正
浩
先
生
は
、
こ
れ

ま
で
に
何
度
も
カ
ル
メ
ン
の
指

揮
を
手
掛
け
、
フ」
の
作
品
を

熟
知
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

Ｚ
フ
ン
ス
語
も
堪
能
。
稽
古
で

は
次
々
に
歌
い
手
に
指
示
が

飛
ん
で
き
ま
す
。
そ
れ
に
加

え
、
演
出
の
伊
香
修
吾
先
生

は
、
音
楽
を
よ
く
理
解
さ
れ

て
い
る
オ
ペ
一ス
ア
ィ
レ
ク
タ
ー
。

音
の
一２

つ
に
込
め
ら
れ
た
意

味
を
組
解
き
、
我
々
歌
い
手
の

イ
メ
ー
ジ
を
膨
ら
ま
せ
、
芝
居

を
付
け
て
い
き
ま
す
。
フ」
の
お

二
人
の
下
で
つ
く
ら
れ
る

「カ

ル
メ
ン
」
は
、
正
に
４０
周
年
記

念
に
ふ
さ
わ
し
い
公
演
に
な
る

こ
と
請
け
合

い
で
す
。
さ
ら

に
、
今
回
は
客
演
と
し
て
村
上

敏
明
氏
、
成
田
博
之
氏
、
藤

野
恵
美
子
氏
、
千
葉
昌
哉

氏
、
宮
西
一弘
氏
を
お
招
き
じ

ま
し
た
。
先
日
開
催
さ
れ
た
プ

レ
企
画

（７
月
２６
日
）
に
は
、

村
上
、
藤
野
両
氏
が
出
演
さ

れ
、
立
ち
見
も
出
る
満
場
の

お
客
様
か
ら
″ブ
ラ
ボ
ー
気
″
ア

ン
コ
ー
ル
″
の
声
と
と
も
に
大

絶
賛
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
演

奏
部
会
員
一同
、
公
演
成
功
の

確
か
な
手
応
え
を
実
感
し
ま

し
た
。
　
　
　
（野
崎

貴
男
）

_ __ドシ指揮者 ___.↓_キ_ャ .ス_卜Jこイン_タビュT
東京藝術大学音楽学部声楽科卒業。ジュリアード

音楽院ピアノ伴奏科修士過程修了。指揮をペー

ター・エトヴォシュ、ディエゴ・マソンに師事。新国

立劇場で「オルフェオとエウリディーチェ」を指揮し日

本デビューを果たし脚光を浴び、「音楽現代」紙上

で “私が注目する指揮者たち "の一人に挙げられ
る。卓越したフランスオペラの解釈を評価され、国内

外で幅広く活躍。自身のオーケストラ、Orchestre

轟轟轟諄
~~~~    ｀

、

ぁヽ3まξ亮皇守すぎず自然な表現ができる
|

、ヽ_  __…    … …  …_…  …………タ

松岡 朋美

「カルメン」の盗賊団は、音楽も軽妙なアンサンブ
ルが聴かせどころで、重いストーリーにコミカルな

味付けを加えています。この盗賊団に属するメル

セデスを、生き生きと表現できるよう頑張ります。

イ
′

饉重崚 ず生

ずζ心髪鶉肝鱚ゆ

=――――――↓‐新_1._演奏部会員

ヒューレット・クリスティーン・マリ

マサチューセッツ州コードン大学音楽学部卒業。R
ムレシャン、S ブルックス、C ハート、M ブルジャー
の各氏に師事。コードン大学のオペラシーン、室内

楽コンサートとリサイタルに出演。2010年ハンガ
リーのゼンプレンフェスティバルに現代音楽のソリ

ストで出演。2014年仙台放送合唱団団員となる。

佐藤 正浩
“Les Champs― Lyrics"を 設立し活動する。

初めて仙台オペラ協会公演の指揮をさせていただくことになつた。芸

術監督の佐藤淳―さんは僕の高校の先輩だし、昨年、一昨年は「遠い

帆」で仙台には幾度も足を運び、全く知らない顔ばかりでもないので少
し家族のような感じさえ抱いている。

「カルメンJの練習も中盤に差し掛かつて来た。それぞれが普段は仕
事をしながら、最高の公演に向けて練習を重ねていく。大変だろうが皆
最大限の努力をし、必ずやいい公演になるだろう。いや、しなければなら
ないのだ|そこで忠告をひとつ。家族のように感じている故に、言い過ぎ
になってしまつたらお許しを|

3ヶ月の稽古期間ではあるが、実際日数で数えるとlヶ月に満たない。こ

れは通常のオペラの稽古期間と同じか、少し少ないくらい。この1ケ月は新
しい演出をつけ、それを何度も繰り返しブラツシュアツプしながら体に覚え
さす。我々のミッションは、決して本番に間に合うように作るのではない。
「リハーサル」の語源をご存知だろうか?『繰り返す』である。そして試行錯
誤しながら芸術を磨いていく。磨き続けるのである。なのでそのためには
立ち稽古初日には音楽が100%とは言わないが、ある程度完成されてい
なくてはならない。各人の考え方を変える事も必要だが、それをサポートす
る体制を強化するのも重要である。十分な時間とそれを忍耐強く支える

音楽スタッフ。次々の公演に追われるのではなく、計画的なプラニング 。̈

先ほども述べたように、皆がそれぞれ仕事を抱えながら、運営し、歌
い、バミリじ(笑 )で大変だとは思うが、それができればこの40周年を超
えても皆に愛される

・
イ山台オペラ協会

'で
あり続けるだろう。オペラが生

き残るには、常に進化していかなければ!
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「今回、カルメン、ホセ、エス

成田博之
(エスカミーリョ 9/5)

大崎市出身。古川西中学校。

古川高等学校、国立音楽大学

卒業。同大学院修了。文化庁

オペラ研修所第 10期修了。
文化庁在外派遣研修でイタリアにて研修。二期会
「ドン・カルロ」(ロドリーコ)、「リコレット」(リコレット)、

新国立濠」場「愛の妙薬」(ベルコーレ)、 「カヴァレリ

ア・ルスティカーナ」 (アルフィオ)等に出演。国立
音楽大学、尚美学園大学講師。二期会会員。

今までで一番演することが多かつたエスカ

ミーリォ。今回の公演でどんなエスカミーリォ

を演ずることが出来るか楽しみでな。りません。

■■■■■■■|●●■●1■■■■■●■■■■●■■||||●■11:|'■ itll:｀●111

カミーリョの客演歌手としてお招きした方々からコメントをいただきました。」

村上 敏明

(ドン ホセ 9/6)

国立音楽大学声楽学科卒業。

2001年より2007年までイタリ
ア・ボローニャに在住。国内外

の大慮」場で数多くのオペラに主

演し絶賛を博し、国際的に活躍している。在伊中、15

の国際声楽コンクールで優勝または上位入賞。

2012年から4年連続で、NHKニューイヤーオペラ
コンサートに出演。藤原歌濠1団団員。人気実力ともに

日本を代表するテノール歌手として、活躍している。

素晴らしいプロダクションに参加でき、とても

光栄です。圧任1的な声とドラマが織りなすオ
ペラ「カルメン」に、どうぞご期待ください !

藤野 恵美子
(カリレメン 9/6)

国立音楽大学卒業及び同大

学院修了。声楽を波多野靖祐、

Oベ ーネの各氏に師事。イタリ
ア語ディクションを Cカポレッ

口女史に師事。出演したオペラは「フィガ国の結婚J
「コウモリ」「修道女アンジェリカ」「カルメンJなど多

数。また「カルミナ・プラーナ」のソ国も務めるほか、

ソロ・リサイタルも多数開催している。現在山形北

高音楽科講師、山形オペラ協会副会長。

この度、カリレメンとの出会いをいただきまし

た。皆さんのパワーをもらい、生命力溢れる力

ルメンを演じたいと思います。感謝。    ′

:1111'IIIII:|.11111111111111.||||||111■ 111111111■ |||||||‐
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2年日前期は準会員

の松 岡さんを助演

に、チマローザ作曲

「秘密の結婚Jl幕
の3重唱に取り組ん

だ。各自のソロを含む難易度の高いアンサンブルであ

る。発表会に於いては、テームワークの良さと自主練

習の成果が 11が り、各自が個性を演じ分け、歌唱表

現・演技ともすばらしい演奏であった。後期はドニゼッ

テイ作曲「アンナ・ボレーナJ2幕の 2重唱.音楽稽

古も進み、次回は暗譜というときに、昨年編i婚された

早坂さんのご懐妊が判明した。妊娠初期の不調でそ

の後の練習が出来ず、発表会は彼女の体調が安定し

(文責 :應和 恵子)

13期研究生、一年目

後期は、前期に引き続

き「フィガロの結婚J

の一場面を、原語で、

演技をつけるという

課題に取り組んだ。マ

ルチェリーナとスザンナの「喧嘩の二重唱Jでは、二人

共、なかなか演技することに入っていけず、練習に時

間がかかった。しかし、発表会直前、何かが吹っ切れ

たのか、表情や演技に変化が見しれたcそ して、ケル

ビーノ、スザンナ、伯爵夫人たちのやり取りも、レチタ

ティーヴォの表情や各々の位置関係を研究できたの

ではないか。4月 12日 (土)に発表会が無事終了し、

音楽面、演技面とも少しずつではあるが成果が見られ

た。また、2年目に期待したい。 (文責 :佐藤 順 F)

研究生 活動報告

14期生は、ソプラノ:佐藤希さん、テノール :中円淳一さんです。チマローザ作曲“秘密の結婚
"第
1

幕より、パオリーノとカロリーナの二重唱を日本語訳で練習中。高音を得意とする二人ですが、レチタ

テイーヴォに慣れることやアンサンブルの美しい流れを日標に努力を重ねています。(文責 :姉歯けい子)

14期研究生プロフィール

中田 淳― 佐藤 希

声楽を三野宮まさみ氏に師事。シャンソンカ

ンツォーネ振興協会第一回コンクール全国

大会出場。新潟大学大学院工学研究科情報

工学専攻を修了。東北大学東北メディカルメ

ガバンク機構助手。得意技は古いアニソン。

北海学園大学経済学部卒業。大学在学中

は小劇場系芝居に打ち込む。社会人となり

「人生は一度きりJと 声楽の道を志す。田口

興輔氏に師事。東京二期会イタリアオペラ

研究会会友。

オ
ペ
．ラ
「双
子
の
星
」
を
終
え
て

演
奏
部
会
員
　
一退
藤

典
子

昨
年
の
イ
ン
テ
ル
メ
ッ
ツ
オ
に
引
き
続
き
、
東
北
ゆ
か
り
の
詩
人
宮
沢
作
品

で
の
東
日
本
人
震
災
復
興
応
援
公
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

音
楽
稽
古
で
は
、
不
協
和
音
の
連
続
で
テ
ン
ポ
も
ゆ
つ
た
り
、
そ
の
独
特
な
旋

法
は
、
私
た
ち
を
目
々
悩
ま
せ
（笑
）
、
夢
に
ま
で
出
て
く
る
思
い
で
し
た
。
し
か

し
作
曲
家
高
橋
氏
は
い
つ
も
穏
や
か
で
揺
る
ぎ
な
く
ご
自
分
の
ペ
ー
ス
や
イ

メ
ー
ジ
を
崩
す
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
が
入
る
と
―
音
の
輪
郭

が
は

っ
き
り
し
、
光
を
放
ち
は
じ
め
ま
し

た
。
宇
宙
空
間
を
見
事
に
表
現
し
、
ま
た
人

間
の
呼
吸
そ
し
て
寄
せ
て
は
返
す
海
の
描

写
　
。
大
日
氏
の
、
キ
ャ
ス
ト
の
個
性
を
活

か
し
た
演
出
の
中
、
狂
言
師
の
能
村
氏
や

俳
優
の
松
崎
氏
の
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
お

芝
居
と
、
子
ど
も
た
ち
の
清
ら
か
な
声
の

力
も
加
わ
り
ま
し
た
。
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス

に
は
高
橋
ワ
ー
ル
ド
に
す

っ
か
り
引
き
込

ま
れ
、
魂
が
浄
化
さ
れ
る
感
覚
に
満
た
さ

れ
ま
し
た
。
「我
々
が
忘
れ
か
け
て
い
る
人

切
な
心
」
を
思
い
起
こ
さ
せ
て
く
れ
る
作

品
と
な
り
、
ご
来
場
の
お
客
さ
ま
に
も
喜

ん
で
い
た
だ
け
た
よ
う
で
し
た
。
　

■
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平成 27年度総会開催

仙台オペラ協会平成26年度収支決算書

［̈翡中中一中中̈
　幸』』　　［付疇̈

前

会

印

は

償

価
入

鉢
　

広

共

助

　

　

業

寄

受

制

(決算額〉
599,698
5,618,010
85鶴 ,OΦ心

419,3纂鵞

3,尋参秘,6わ奪

360.00参

6,769,450
6,76参 ,4わ○

1,345,000
2,500,000
5,200,000

986,541
1,653,178
154

1,878,189

本
/AN演等臨時会費含む

県文化振興財団・市市民文化事業団

芸術文化振興基金400万円
カメイ社会教育振興財団40万円
三菱ul信託芸術文化財団80万円
文化庁派遣事業出演他

義捐金、こ祝儀等

総会時コンサート会費等

考〉〈備

収 入 合 計 26,550,220

出

音

文

会

賃

舞

謝

事

印

記

福

通

水

旅

租

広

会

制

運

消

家

事

賃

り

支

雑

前

借

予

目

演

楽

芸

場

借

台

科

費

費

費

費

費

費

金

費

費

費

書
一費

費

費

課

費

費

費

費

費

賃

費

金

料

料

費

金

済

費

赫刷録は信］りは鋤議嚇搬欄　赫　・スロ　嘲櫛備

〈予算額〉

6,170,000
1,580,000
2,190,000
2,820,000
450,000
6,350,000
250,000
100,000
1,320,000
620,000
2,000
295,000
170,000
2,690,000
200,000
1,010,000
190,000
295,000
120,000
11,000
210,000
240,000
2,600,000
230,000
47,000
100,000
0
0

380,200

支 出 合 計 30,640,200

去る6月 13日 (土 )ホ テル法華クラブ仙台

において総会が開催され、全議案異議なく

承認されました。オペラ協会は今年度よリー

般社団法人に移行することとなり、今後、会

員の皆さまには「賛助会員Jという名称で協

会を支えて頂きます。

総会終了後、この40年 の歩みを映像と演

奏で振り返るプレイバックコンサートが開催

されました。

平成 26年度事業報告 (主なもの)

6月 14日

7月 13日

8月 1日

9月 1415日
10月 4日

10～ 12月

3月 78日
3月 15日

役員会 総会

「オペラヘの招待」コンサー ト公演

会報第40号発行

第39回公演「後富からの逃走」

塩釜市玉川中学校コンサー ト出演

文化庁震災復興のための芸術家派遣

事業に出演 (富谷町東向陽台小学校、

仙台市秋保小学校、福島県飯館村飯

樋幼稚園他 )

震災復興支援うたかふえ出演

共催公演 |オペラ「双子の星」仙台公演

共催公演 :オペラ「双子の星J東京公演

平成 27年度事業計画 (主なもの)

6月 13日  役員会 定時総会
7月 26日  「オペラヘの招待」コンサー ト公演
8月 1日 会報第41号発行
9月 56日 倉」立40周 年記念公演「カルメン」
1月 9日 春のインテルメッツォ公演
3月 共催公演 |オペラ「双子の星」～東日
本大震災復興応援公演～盛岡公演

3月末 第四回理事会

各種の出演依頼には積 lll的に応じて行く

会員加入の促進に努める

財政基盤の強化に努める

新役員紹介

会 長 藤崎三郎助
副会長 ―力 雅彦
〃 亀丼 淳一

理 事 相沢 光哉

〃 姉歯けい子
〃 大 泉 勉

〃 應和 恵子
〃 佐藤 淳―
〃 鈴 木 誠

〃 高野 光子
〃 八 木 洵

監 事 熊谷 員人
〃 三島 卓郎

顧 間 亀井 昭伍
〃 青木 茂之

事務局長 庄子 真希

目〉

費

費

費

費

費

費

金

費

費
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費

費
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課

書
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費

費

費

賃

費

金

料

料

費

金

済

費
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圭識
儲

搬
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経

　

一
肝

　

鞣

馬

備

出

音

文

会

賃

舞

謝

事

印

記

福

通

水

旅

租

広

会

制

運

消

家

事

賃

り

支

雑

前

借

予

(決算額〉

5,133,916
1,179,552
1,310,000
2,451,520
566,394
5,568,732
215,285
106,619
953,640
415,800
0

283,339
146,926
2,202,158
209,700
707,160
206,803
217,687
120,000
4,715
225,069
240,000
2,915,900
251,463
52,006
215,836
50,000
600,000
0

指揮、オーケストラ演奏料等

稽古ヒ
゜
〃、楽譜代等

演出、舞台監督費等
/AN演会場費

稽古場借料等

大道具、照明、音響費等

原稿代等

会報,封筒等印刷代

写真、ヴィデオ代等

郵便費等

交通費、ホテル代等

消費税、印紙代等

新聞広告、ポスター掲示等

総会費、役員会経費等

スタッフ弁当代経費等

大道具運搬費等

紙代、テープ代等

事務局家賃

事務協力員経費

事務局員人件費等

コピー機リース料

銀行振込手数料等

ドリンクコーナー経費等

ホームページ入力謝金

演奏部会員3名

考〉〈備

支 出 合 計 26,550,220

藤崎代表取締役社長

河北新報社代表取締役社長

カメイ専務取締役

富城県議会議員

オペラ協会演奏部会員

富城教育大学名誉教授

オペラ協会演奏部会員

オペラ協会演奏部会員

オペラ協会演奏部会員

ホテルベルエア会長

エイトリー 社長
税理十

テ)護士

前オペラ協会会長

前オペラ協会副会長

今年は40周年記念の年。本公演は「カルメンJ。平成元年の「カルメンJは「火事カルメンJ。正に燃えている最中に生まれたのが我が娘 !その時と

同じ役でステージに立ちます。やる気は燃え上がってもステージは燃えませんように・・・。(鈴木誠)

平成27年度収支予算書

〈科 目〉
前 期 繰 越 金

会  費  計

“

国人賛助会費)

(法 人賛助会費)

(社 員 会 費 )
(研 究 生 会 費)

入 場 料 計

(本  公  演 )

(イ ンテルメッツォ)

広  告  費
共  催  金
助  成  金

業 務 受 託 料

付”
可

受 取 利 息
雑収入・未収金

〈予算額〉
0

2,520,000
1,参 0拳 ,Cl器参

500,OC10

ア2ti OOtl

3(DO,C)(I〕

11,620,000
参.520.Ot10

2,190,嚇 t10

1,500,000
2,500,000
8,500,000

700,000
2,500,000
200
800,000

収 入 合 計 30,640,200

☆会費納入のお願い☆■木年度会費が未納|の方は●お早めに納1入くださいます.ようお願いいたしますも


